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　会員の皆様、丸森町民の皆様におかれまして
は、お健やかに陽春をお迎えのこととお慶び申
し上げます。
　平素は当シルバー人材センターの事業運営に
つきまして、格別のご理解とご協力を賜り、厚
く御礼を申し上げます。
　さて、当シルバー人材センターの設立以来、
今日まで「自主・自立・共働・共助」の理念の
下、心を合わせ、力を合わせて共に歩み、多く
の困難を乗り越えてきました。地域の高齢者の
方々が長年培ってきた豊富な知識や経験、技術
を生かした就業機会の提供、ボランティア活動
や地域社会活動への積極的な参加を推進するこ
とにより、生きがいの充実と地域社会福祉の向
上に大きく貢献されてこられたことに対し、深
く敬意を表します。
　一方、丸森町では新型コロナ対策や災害復旧
対策に加え、人口減少、少子高齢化対策が課題

の一つとなっていますが、高齢化が進行する中で、
高齢化率は既に43.5％となっており、宮城県内の
市町村の中では２番目に高くなっています。
　急速に進む少子高齢化の下、元気で意欲にあ
ふれ、豊かな経験と知恵を持っている高齢者が
働く環境を整備し、生涯現役で活躍できる社会
を創ることの重要性が指摘されています。さら
に少子高齢化の進行、地域に広がる人手不足の
中で、シルバー人材センター事業の重要性と地
域社会からの期待は、より一層大きなものと
なっています。
　こうした地域社会の期待に応えるためには会
員の拡大が重要であることから、スタッフと関
係者が一丸となって会員数増加に取り組んで参
りますので、今後も一層のご協力をお願い申し
上げます。
　結びに、皆様のご多幸とご健勝をご祈念申し
上げ、挨拶といたします。

ご　挨　拶　−地域社会からの期待−
理事長　宍　戸　政　秀

　丸森町シルバー人材センターの皆様におかれ
ましては、平素より本町の町政運営に格別のご
理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、本町に甚大な被害をもたらした令和元
年東日本台風災害から３年半が経過いたしまし
た。丸森霊山線の全線開通や新しい町営住宅の
一部供用開始など、関係者の皆様のお力添えに
より復旧・復興は着実に進んでおりますが、そ
れを成し遂げるにはまだまだ時間を要するとこ
ろであり、今後も更なる努力が求められており
ます。
　また、未だ収束しない新型コロナウイルスの
感染拡大に加え、昨年から深刻化している原油
高騰や物価高が日本の社会経済活動に大きな影
響を及ぼしており、先行きが不透明な状況が続
いております。
　本町におきましても、これらに加えて少子高
齢化や人口減少などの課題への対応を早期に進

めなくてはなりませんが、このような時こそ豊
富な知識と経験を有する高齢者の方々のお力が
益々重要になっております。
　丸森町シルバー人材センターにおかれまして
は、平成16年の設立以来、高齢者の方々へ働
く場を提供することにより、「健康維持」や「生
きがいづくり」に貢献いただくとともに、それ
らを通して、活力ある地域づくりの一端を担わ
れており、そのご尽力に対しまして心より敬意
を表しますとともに、改めて感謝申し上げる次
第であります。
　町といたしましても、今後とも円滑な運営を
支援してまいる所存でありますので、日常生活
に密着した町民に愛される組織として、より一
層のご活躍をご期待申し上げます。
　結びに、丸森町シルバー人材センターの益々
のご発展と、会員の皆様のご健勝とご活躍をご
祈念申し上げ、挨拶といたします。

ご　挨　拶
丸森町長　保　科　郷　雄
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お客様の 声声
―
働
く
姿
に

輝
き
と
気
力
を
―

成
和
産
業
㈱　
丸
森
工
場

工
場
長
　
森
　
竜
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様

　
弊
社
は
昭
和
二
十
七
年
の
創

業
以
来
、「
電
気
電
子
材
料
の

販
売
、
及
び
電
線
加
工
」
を
主

要
と
し
て
、
半
世
紀
以
上
に
わ

た
り
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
専

門
商
社
と
し
て
活
動
を
続
け
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
丸
森
町
に
は
昭
和
三
十
九
年

に
誘
致
企
業
第
一
号
と
し
て
工

場
を
開
設
し
、
無
事
七
十
周
年

を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
様

と
は
設
立
当
初
か
ら
の
お
付
き

合
い
で
、
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と

場
内
の
草
刈
り
や
剪
定
を
お
願

い
し
て
お
り
、
会
員
諸
氏
の
働

く
姿
に
は
、
い
つ
も
輝
き
と
気

力
を
与
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
発
展

の
た
め
、
ス

タ
ッ
フ
の
皆
様

に
感
謝
申
し
上

げ
る
と
共
に
貴

会
の
益
々
の
発

展
を
祈
念
い
た

し
ま
す
。

―
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正
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様

　
山
間
の
農
家
は
特
殊
性
の
強

い
作
物
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

干
し
柿
、
原
木
椎
茸
の
林
内
採

り
等
は
、
特
産
品
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
お
り
、
収
穫
、
加

工
作
業
の
時
期
が
短
く
、
か

つ
、
人
手
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

い
側
面
を
持
ち
ま
す
。
そ
の
中

に
あ
っ
て
、「
丸
森
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
」
の
皆
様
は
何

よ
り
も
頼
り
に
な
る
心
強
い
農

家
の
救
世
主
で
す
。

　
何
よ
り
も
仕
事
が
早
く
、
正

確
な
の
で
す
。
ど
ん
な
作
業
も

予
想
以
上
の
成
果
を
あ
げ
て
下

さ
い
ま
す
。
私
達
が
見
習
う
べ

き
所
も
多
々
あ
る
の
で
す
。
一

例
と
し
て
、
昨
年
の
柿
の
収
穫

時
、
お
二
人
で
一
日
数
千
個
の

柿
を
収
穫
し
て
頂
き
、
機
械
に

掛
け
や
す
い
よ
う
に
、
柿
の
軸

を
測
っ
た
か
の
如
く
切
り
揃
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に

助
か
り
ま
し
た
。

　
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
は
、
令

和
五
年
度
も
農
家
の
頼
も
し
き

救
世
主
、
か
つ
万
能
選
手
と
し

て
ご
活
躍
頂
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

※当ページの写真右上：朝礼のようす、左中：柿収穫作業、右下：安全祈願祭　表紙写真：丸森駅のボランティア活動

― 安心と信頼、そして満足を ―�安達　紀夫さん
　入会して４年目になります。草刈りや屋内外の片付け、
清掃などの仕事をしています。会員には傘寿を超えても元

気に働いている方もいて、自分も体力と技能の向上に努め、仲間から
安心と信頼を、依頼主の方からは満足していただけるように頑張って
行こうと思います。

― 様々な経験を ―� 天野　民子さん

入会して11年目。除草、室内清掃、果樹の受粉・摘果・
畑作業の手伝い等々、様々な仕事を経験をしました。ここ

数年は工場の容器洗浄に専念しています。シルバーの他部門の方々の
応援を受けながら、忙しくも楽しい職場です。これからも頑張りたい
です。

― 誠心誠意を心掛け ―� 三瓶　勇さん

入会して10数年となり、１年目より本格的に草刈り作業
に従事しています。自分のモットーであるどんな作業で

も真面目に誠心誠意を心掛け、仲間みんなでコミュニケーションを取
り、またいろいろと相談し合い、依頼主の方から喜んでもらえるよう
頑張って行きたいと思っています。
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■
賛
助
会
員
の
皆
様

丸森町役場

丸森郵便局

まるもり
ふるさと館

丸森病院

消防署

齋
理
屋
敷

丸
森
町
商
工
会

丸森たんぽぽ
こども園

町民グラウンド

113

45

丸森町シルバー
人材センター
（丸森手しごと館内）

環境に優しい植物油インキを
使用しております。

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

◇作業メニュー◇作業メニュー

家事援助
屋内清掃など

植木剪定
障子・
襖張りなど

農作業
除草作業
墓掃除など

地域で働くチャンス！

あなたのキャリアを
地域で生かしてみませんか!?
　シルバー人材センターでは、働く意欲のある60
歳以上の方を対象に、地域のさまざまな仕事を提供
する団体です。高齢化が加速する日本において、「シ
ルバー人材センター」が注目されています。地域密
着型なので、地域にお住いの一般家庭をはじめ、地
元企業、公共団体からの依頼がほとんどです。シル
バーで働くことは地域社会に貢献することにもつな
がります。健康を保ち、そして生きがいを見つける
ためにみんなで楽しく仕事をしてみませんか？

会員 です!!募 集 中
サービスサービス

技　能技　能

軽作業軽作業

作　業作　業

工場内
清掃など

　
春
の
訪
れ
、
そ
し
て
桜
の
開

花
が
昔
と
比
べ
る
と
早
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
歳
を
重
ね
る
と
一
年

の
過
ぎ
る
の
も
早
く
感
じ
ま
す
。

昨
年
、「
会
報
」
創
刊
号
を
発

行
し
て
か
ら
早
一
年
。
第
二
号

を
会
員
各
位
及
び
事
務
局
の
ご

協
力
に
よ
り
、
な
ん
と
か
発
行

に
漕
ぎ
着
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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田
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気
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㈱

㈱
春
日
部
組

㈲
鈴
木
工
務
店

佐
藤
印
刷
㈱

㈲
き
く
や
す

㈱
金
山
自
動
車

㈱
グ
ッ
ド
ラ
イ
フ

㈲
小
野
商
店

丸
初

成
和
産
業
㈱
丸
森
工
場 

船
山
建
設
㈱

㈲
中
村
電
気
工
事

（
順
不
同　
敬
称
略
）
※ 事業の目的にご賛同いただきご協力を頂いている皆様

です。新たにご賛同いただける方は、当シルバー人材
センターまでご連絡願います。

　
▽
丸
森
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
維
持
、
発
展
の
た
め

に
「
新
規
会
員
獲
得
大
作
戦
」

を
引
き
続
き
展
開
し
て
い
ま
す
。

ご
近
所
や
お
知
り
合
い
の
方
に

お
声
が
け
し
て
い
た
だ
き
、
共

に
働
く
仲
間
の
獲
得
に
ご
協
力

下
さ
い
。

　
▽
作
業
中
の
事
故
は
毎
年
発

生
し
て
い
ま
す
。
軽
微
な
も
の

か
ら
人
身
に
関
わ
る
も
の
ま
で

様
々
で
す
が
、
不
注
意
に
よ
る

も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
。
作
業

を
行
う
場
所
の
状
況
や
足
場
な

ど
の
確
認
、
加
え
て
他
の
作
業

者
と
の
距
離
感
な
ど
に
も
配
慮

し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
チ
ー
ム
で
作
業
を
行

う
時
に
は
、
危
険
を
感
じ
た
ら

お
互
い
に
声
掛
け
し
ま
し
ょ
う
。

　
万
が
一
、
事
故
が
発
生
し
た

場
合
は
、
救
護
を
最
優
先
し
、

速
や
か
に
事
務
局
に
連
絡
し
て

下
さ
い
。

「
い
つ
ま
で
も 

働
く
喜
び

無
事
故
か
ら
」

　
全
国
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン
よ
り

■
会
員
の
皆
様
へ

■
編
集
後
記

公益社団法人 丸森町シルバー人材センター
〒981-2152  宮城県伊具郡丸森町字鳥屋79-1（丸森手しごと館内）

T E L （0224）73−1015（月曜～金曜 8:30 ～ 17:15）

FAX （0224）73−1061
ホームページアドレス　https://webc.sjc.ne.jp/marumori/index

Facebook

Instagram
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